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精神障害当事者による「病の語りを聴く」講演会

連携にいたる経緯
　人間健康学部の福祉と健康コースの学生は、卒業後に福祉の仕事に従事する者も多い。学生時代
に精神障害当事者の人たちの語り活動を知ることは、将来の仕事の幅を広げるものと考えられる。
そこで、このような活動の中心となって活躍しておられる栄セツコ氏に依頼して講演会を実施する
ことになった。

活動内容
　講演会では、コーディネート役の栄教授から精神障害のある方がリカバリーする方法とし
て、本人自身の語りを他者に聴いてもらうことの大切さが話された。語り手と聴き手の間に生
じる関係が、聞き手にも語り手にも働きかけて、共感的理解を生じるというもの。
　当事者の語りとして、宮田理美氏（リカバリープロジェクト「心音」：豊中市）より、症状が現れ
て、自分自身の辛さを家族にすらわかってもらえないこと等が話された。現在は、自助グループ
の活動に参加して、落ち着いた生活を過ごしている。
　そして家族の語りとして、川辺慶子氏（家族SST交流会：堺）から、統合失調症の娘との関
わりの難しさや親がどのようにコミュニケーションを取ればいいのかなどの話がされた。当事者
本人を支えていくには、身近な人たちの存在が大切であり、どのように支えるかということが
重要だと学んだ。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
桃山学院大学教授 栄セツコ氏／家族SST交流会：堺 川辺慶子氏／
リカバリープロジェクト「心音」：豊中市 宮田理美氏

■ 活動地域
関西大学堺キャンパス

■ 活動期間
2019年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

■ 人間健康学部 教授

狭間香代子
Kayoko Hazama

　ソーシャルワーク実践論を中心に教育、研究を行っている。具体的なソーシャルワーク支援の
場での実践論の応用に関心が高く、研究を進めている。

教 員 紹 介

1 精神障害のある方の支援方法の一つとして近年実践されている、当事者
自身が自己の病について語り、エンパワメントやリカバリーを図る活動
を普及させること

2 この活動をしている協力機関から当事者の方々を語り部として招き、
学生や市民が、語り部の生活のしづらさを聴くことで、精神障害者に
対する偏見をなくし、当事者目線を理解すること

1 精神障害を他人事と考えている人が多いが、実は私たちは日々
様々なストレスに晒されており、いつ精神的なしんどさを
抱えるかわからないことに気づくことができた

2 精神障害のある人たちの生きづらさを聴くことで、私たちが
日ごろどのように接すればよいのかについて、多くを学ぶこと
ができた

1 今回は、一方的に語りを聴くという形式で行った
が、少人数の形式でも行うことができればさらに
深い学びを生むことができると思われる

2 少人数のグループに分けて、双方向で語ることと
聴くことをできるような形式について検討し
ていきたい

福祉・人権

福祉利用者の生活史の傾聴と地域福祉の推進

連携にいたる経緯
　本学人間健康学部「福祉と健康コース」の社会福祉士養成課程における相談援助演習や福祉
実習指導などで用いている方法論を、市民や専門職等にも共有することで、本学学生が地域福
祉推進のための利用者理解の知識と技術を習得することにとどまらず、一般市民等をも巻き込
んだ新たな地域福祉社会の構築に貢献することができるとして、大阪府内の各福祉サービス
事業者と連携した講演会を開くこととなった。

活動内容
　福祉サービスの利用者を講師に招き、同時並行的なミニ講演を実施することで、本学の学生や
堺市で活動する福祉専門職および市民の方々が、選択的・主体的に傾聴・聴講する場を提供した。
1セッション25分間の講演を計5セッション開催。各講師の方々はそのうち3セッション（計
75分間）を担当し、参加者は各セッションの定員内の範囲で、自由に講師を選び教室に足を運んで
もらった。
講演会：「福祉の利用者の方々からのお話から考える地域福祉」 会　場：関西大学堺キャンパス
開催日：2019年12月12日（木） 参加者：約90名

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺市内などの福祉施設・機関

■ 活動地域
関西大学堺キャンパス

■ 活動期間
2019年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

1 異なる社会生活を送っている者同士が出会い、福祉利用者の話を傾聴・聴講し、
それぞれの福祉実践とリンクさせることで、地域福祉の推進、および新しい地域福祉
社会を創発（emerge）させること

2 地域福祉の担い手となる一般市民、福祉専門職従事者、あるいは次世代を担う「将来
の」ソーシャルワーカーたちが、傾聴をはじめとしたコミュニケーション技術、相互理
解の理念、ミクロ（生活史など）からマクロな社会過程（福祉に関する社会問題・社会
制度など）を想像するスキルを習得・学習すること

1 異なる生活を送っている者同士が出会うことで、社会生活のなかで互いが
前提としている考え方が明らかになると同時に、地域福祉の推進に向けた
雰囲気が創発（emerge）した

2 近い将来に実習あるいは福祉の現場で活動する学生が、会話や場のコント
ロールの仕方など、ソーシャルワークのスキルを活かす活動を学び実践する
ことができた

3 地域とのネットワーキングにより、教員のみならず学生も地域とのつな
がりを意識することができた

1 より広い意味での地域福祉を推進していくために、
さまざまなバックグラウンドをもつ福祉利用者
を講演者の候補として検討していくこと

2 本学の教育研究とのリンクをより意識して追求
していくこと

■ 人間健康学部 准教授
福田公教 Kiminori Fukuda

　専門は社会福祉学、子ども家庭福祉論。社会的養護の普及・啓発
および社会的養護下にある子どもの自立支援のあり方について研究を
進めている。妻とともにはぐくみホーム（養育里親）をつとめている。

　研究領域は、第1に、シカゴ学派社会学を中心とする社会病理学・
社会学史研究。第2に、貧困対抗活動の社会的意義についての研究。
第3に、育児経験などに根差した家族福祉に関する社会学的研究。

■ 人間健康学部 准教授
西川知亨 Tomoyuki Nishikawa

■ 人間健康学部 教授
所めぐみMegumi Tokoro

　地域の生活課題や福祉課題に対して、地域
の様々な人々が自分たちの課題として、自分た
ちのできること・やりたいことを協働で進める
地域福祉実践に惹かれている。地域福祉実践
の研究と地域福祉実践に携わる専門職や地域
リーダーらの協働での研修プログラム開発な
どにとりくんでいる。

■ 人間健康学部 教授
狭間香代子 Kayoko Hazama

　ソーシャルワーク実践論を中心に
教育、研究を行っている。具体的なソー
シャルワーク支援の場での実践論の
応用に関心が高く、研究を進めている。

■ 人間健康学部 教授
山縣文治 Fumiharu Yamagata

　学生時代から子ども家庭福祉に関心
をもち、教員になってからもその課題
を追い続けている。

教 員 紹 介

人材育成 福祉・人権 教育
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